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1．1；eant： 騰 讖 に おける瑞面摩擦が齷 吸 ぽす影磐に つ い て は広範鰤 究継 が あ る・曲蹴 駿

にお い て も支承部の佝束が強度 へ 及 ぼ
一
ず影響を無視する 二 と二は できな い

。 特に 、SFRC の ように革刃性の 犬3 い

材料の曲げ試験では 、
支承部の怐束が大きな悶題 となる 二 とが最近構摘さKて いる。奉研究で捧 、絢束の影響と

定量的に示すたギ〉に壗界要素法 （閹接法 ）に よリ解新芝行ない 、支承部の「向東の影響を検討した。き裂が存石：す

る場合の強皮を計篁
’
するたdib［Z 用い仁応力拡大係数は 、 まtt
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ある。

　2、境界要索法（間
・

接法 ）に よる応力拡夫繖 の解哲方jXl　
‘lfの精度

　応刀拡夫係数の解析方法に は種 々弟るが 、 境界霎桑法　　　　　　　　　　　　σ）

胴 爪 禰 娘 喘 果耀 蝋 る可1・…R のあ訪 法と 　 　 　 　 　 　 　 tS、4、o  

して、直椄応力液 および変位法 ・外力仁 事による全 工ネ

ルギ法 ・J 禎分滅 の 4種類に つ いて検討 した 。 応力法お

よび変位法は
、 き裂完端近傍の応力び あるい は変位 V の

繍 直力
・ s 、 K 、

・ ViEF
”
・・ 又 1・、K 「 皋怦 疏 E三

E （平面 応力 ） 、 E／a −vz）（平面ひずみ ）］によリ直接

応力拡大係数 Klき末（のる 。 1 の際 、 き裂先端力
、
…レの距離

b に応じて誤差が含 ま歌るので 、 種々 の bで求  うれた

K乏 r→0にタト挿した。全工ネルギ滅は
、 エネルギ解放

率まが き裂進展に伴うひずみエネルギの変ftbu／∂A

と5 ・
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訟衡 齣 束）

、講 湘 淀 ）の 雕 がi」5

二こき用い 、Ki＝栢 t に よ リ未め る。解荊「で ［ま∂U／∂A

を差分処似 し ＝ 。i の 際 、 き裂〕進展長 ∠1A と十分小さく

する軽要があるが、要秦分割の 関孫上種々 の ∠ A に対す

るKi芝…AA → 0に二夕卜挿 し1三 。 」積分♪ま1ぶ、Rice に よ
1
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め 、弾麟 ではJ が9爵 ししに と力
丶3K 尸 π丁 に よ

リ末c？）　5。境界要素法に よ る変位 の偏散分値の 計算は
、

轟 解の偏微分値腫 ね合せる方法湘 しtた ．

　lX上の解祈方嵐によリ、中央 に クラッ クの ある帯板の

一
様引張 リに つ い て楯度解祈乞行なっ た諾果が図

一1で

ある。 応力法 甫よび変位法は 要素分割とfi田か く する程理

論値に近づ い て い る。筍限要素法によLべ 、 境界要素法 は

要乗分害1「芝衵かくするにはモ賦程労と要せず 、 応力法お

よび変位法 によりKLの計算が可能である 。 全工ネ1しギ法

J嶺分法等の エネルギ法は要素分割の精粗によ Sず、か

なリ精度が 良い 。 」積分法の場合
、 積分径路上の解祈値

に対する要案分割の影響が小さく、き裂進展．の操作茎必

要と，しない のですぐ収た解祈方冫云で
’
ある 。
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表一L 拘束条く4E 変え闘 合 の 最矧 張励 度

　　6fmax ζ 高応力体積 V 　（3等分 点、曲げ）

褓 鰭 　 　6 舳 c　 （kgf／ 

21
　 　 V 〔 

3
｝

OZ O ．62 工 P 14 ，65

looβ z 0 ，511P 12 、75

20a／3 罵 O ，403P 10 ．56

！oo罵 0 ．294P 7 、99

卿 特 と1 定 0 、600P 26 ．25

一343一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

　3．枸東条件E変えた場合の景夫引張麾ヵ度 ζ高応力俸穫

　表一1に3等分 点曲げにっ い て拘束条件と拘束の ない

場合 、完全拘束の場合、200／3％拘束 （完全拘束のとき

の 木平 反力の 200／3％ の 反 力が支承部 に作 用 ）、
100／3

％拘束の 場合の 4種類で変之た こ きの最大引張応力度と

高応力体＆tiKす ． ：財 5 洞
一樋 の ・駘 詢 束が 3・0

大きくなる程最大引張応力度脳 丞下 して い る二と が分 る

。逆に 、最大引張応力度が限界に燵する こ破壊が起ると

す敢ば
、 枸束が大きくな る程 最夫荷重［さ大きくな
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面保埓 の 仮定に墓つ く強度章定弍かS 換荳され る強度は

党全枸束に近い場合には 、実際よ リL5 邸2．0倍程 高く　 2．0
評価 さ臥ること に なる。
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　　　　　　　　　　　　　　　 （

　4，桐束条僻 乙応力拡夫係数」　　　　　　　　　　　毛
　3專分 点曲げ に つ いて、拘束条僻と上言己の 4種類で変 と

えた場台の応力拡大係数の計篁結 果2図一2 に 示づ。こ ≧
れか5 詢 勲 吹 き曾 る撚 櫞 の勵 ゜に佯う KI囎 LO
力α津が小 さくな っ て お りぐ破壊靭 注が大きくなる ：とが

分 る。皃全拘束の 場合 、 A！w が℃．2前後でKIの増加は

停止 し、ヤ歌以 上のき裂長で減少する特異な挙動E示す

。
二の ： と か S 、拘束が兇全拘束に近い場合 、 き裂の不

安定成長が起る前にかな りの安定成長と件う靹性の大き

しiN 籵 （特に 、 SFRC ＞で は 、 さ裂が進展す．るに つ 収

かな りの荷更の増大と件うもの 乙考え S 賦 る 。

5．曲げ強度

　図一3 にコンフリ
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一定u し

て予想で照る最大荷更と拘束のなし蝪合に対 するに率で

示す 。 また 、き裂長 0の 点に同一
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図一2 ．拘 束条件 2変之た場合 め応力拡大榛数 Kl

4．0

るのにJB　96i荷重X拘束の ない場含 に 対 するtt’Sで示 す　03
．0

。 ：眼か5t拘束がある場合に は 、さ裂長 （潜社 欠陌寸 ili
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 匚L

法 ）が大きくなる程強度が大きくなるこt が予想盲娯
，

徇束が大きくなる程ヤの傾向が顕着であ る。 3．に関連し

て、見掛けの強度はこ5 に 夫きく評価 さ頃ると思わ岨る
．

　6．ま〜二め 　 コンプリ
ー

トの 曲げ強度に対 する支承

部の拘束の影響とき裂かレ存在 する場合 は K1に よリ、そう

でな い場合は引張応力度ご高応力体積か5丿倹言寸Lた ， 由i

げ強度は支承部の拘束乗件によ っ て大きく影響さ賦 、拘

束のない場合の 数浩に もなワ得る とい づ解新髄果が得ら
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